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施設認定手数料の電子納付について

令和６年12月24日
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2024年10月1日申請分から、国が行う施設認定のうち、
一元的な輸出証明書発給システムを利用して申請するものについては、 
施設認定手数料の電子納付（ペイジー（Pay-easy）対応のATMまたは、
インターネットバンキングによる支払い）が可能です。

収入印紙の貼付様式に貼りつけて、
審査局へ郵送又は持込み

（２）収入印紙による納付

ペイジー対応ATMまたはインター
ネットバンキングによる支払

（１）電子納付

※一元的な輸出証明書発給システムで申請が可能な施設認定については、
次ページをご確認ください。



上記施設認定は、一元的な輸出証明書発給システムを利用して申請が行われた場
合は、電子納付が可能です（※タイ向け輸出青果物については国認定のみ電子納
付が可能です）。

一元的な輸出証明書発給システムで申請が可能な施設認定一覧
インドネシア向け輸出水産食品（別紙ID-S1）
インド向け輸出水産食品（別紙IN-S1）
大韓民国向け輸出水産食品（別紙KR-S1）
ナイジェリア向け輸出水産食品（別紙NG-S1）
ニュージーランド向け輸出水産食品（別紙NZ-S2）
タイ向け輸出食品（別紙TH-O1）
タイ向け輸出青果物（別紙TH-P1）

上記以外の施設認定については、一元的な輸出証明書発給システムで申請ができ
ませんので、申請方法および手数料の納付方法について、審査機関にお問い合わ
せをお願いします。

電子納付が可能な施設認定について



申請のための準備（電子納付を行う場合）

施設認定を受けるためには、各取扱要綱で定める添付書類が必要となります。
一元的な輸出証明書発給システムにより申請を行うことで不要となる添付資料
はございません。
各取扱要綱の詳細は、以下のページをご覧ください。
輸出に関する手続き・制度：農林水産省 (maff.go.jp)

1.取扱要綱を参照し、認定に必要な書類を準備

施設認定の申請は、一元的な輸出証明書発給システムで受け付けています。
一元的な輸出証明書発給システム利用方法等の詳細は、以下のページをご覧ください。
輸出証明書のオンライン申請手続：農林水産省 (maff.go.jp)

２.一元的な輸出証明書発給システムへログイン

注意 一元的な輸出証明書発給システムの利用にあたっては、GビズIDプライムアカウ
ントの取得が必要です。一元的な輸出証明書発給システムから申請手続きを行う前に、
デジタル庁に申請し、 GビズIDプライムアカウントの取得をお願いします。
なお、 GビズIDプライムアカウントの取得には、2週間程度かかりますので御注意く

ださい。GビズIDプライムアカウントについての詳細は、以下のページをご覧ください。
GビズID | Home (gbiz-id.go.jp)（デジタル庁ホームページ）

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/e_process/index.html
https://www.maff.go.jp/j/export/e_shoumei/shoumei_system.html
https://gbiz-id.go.jp/top/
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申請時に手数料納付方法選択にて「電子納付」を選択することで、手数料の
電子納付が可能です。

①
新規登録

②
国・品目
選択

③
申請書
入力

④
別添資料
の登録

⑤
申請

⑥
手数料
納付

⑦
審査・
認定

手数料納付方法選択にて
「電子納付」を選択施設認定申請の流れ

③申請書入力
認定を受けようとする施設に関す
る必要情報を入力してください。

注意 代理申請の際は、②国・品
目選択時に代理申請を選択して申
請するようお願いします。

電子納付にあたってのシステムの操作方法



⑤-5
確認を押す。

施設認定申請先選択画面で手数料納付方法を選択します。

6

⑤-2
申請先を選択する。
注意 申請先を間違えて納付した場合の返金対
応はいたしかねますのでご注意ください。

⑤-4
「ペイジー料金振込画面のお名前欄に表示す
る名称」を入力する。

※申請事業者名（委託を受けて申請する場合
は、委託元事業者名）を入力してください。

※半角カナ大文字又は半角英数字大文字で入
力してください。

※長音記号「ー」は半角ハイフン「-」で入力
する。

⑤-3
電子納付を選択する。
※その他を選択した場合は、収入印紙によ
る納付となります。

中略
⑤-1
申請を選択する。

中略

⑤申請



申請状況一覧画面より、納付に必要な情報を確認できます。
納付に必要な情報は、別途メールでも申請者へ通知されます。
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⑥
確認を押す。

中略

中略

ペイジー対応のATM、インターネッ
トバンキングのいずれの支払い方法
でも、一元的な輸出証明書発給シス
テム上に表示される手数料等登録情
報が必要になります。この画面は印
刷することが可能です。

注意 手数料の納付が確認されない
場合、申請先での審査は行いません。
申請後、速やかに手数料の納付をお
願いします。

⑥手数料納付



ペイジー対応ATMがある金融機関を確認します。
※ペイジーは、コンビニ窓口・コンビニの共用
ATMでは使えません。

ATMのメニューからペイジーを選択、手数料等
登録情報を入力、確認画面で確認を行い、支払い
が完了します。

ATM

ペイジー対応金融機関のインターネットバンキ
ングにログインします。
インターネットバンキングのメニューからペイ

ジーを選択、手数料等登録情報を入力、確認画面
で確認を行い、支払いが完了します。

ペイジーの使い方の詳細は下記ホームページをご参照ください。
ペイジーの使い方 | いつでも、どこでも、ペイジー。 (pay-easy.jp)

申請先が地方公共団体の場合について
申請先が地方公共団体の場合、一元的な輸出証明書発給システムでは電子納付を行うことがで
きません。申請先の地方公共団体に、手数料の金額や納付方法についてご確認をお願いします。

申請先が地方公共団体の場合、
手数料納付状況は「対象外」と表示されます。

インターネットバンキング

ペイジーによる納付の方法
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https://www.pay-easy.jp/howto/


申請後の手数料納付方法の変更
申請状況一覧画面（申請者画面） 申請後でも手数料の納付前であれば、申請者

自身で手数料の納付方法の変更が可能です。

（例）電子納付からその他（収入印紙による納付）
に切り替える場合

納付方法確認ポップアップ
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中略

手数料納付状況が変更されます。
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本手数料は、審査における手数料も含まれます。

申請の取下げ等の理由により、認定が行われなかった場合であっても、

一度納付された手数料は返金いたしませんので、ご留意ください。

留意事項


	施設認定手数料の電子納付について
	スライド番号 2
	電子納付が可能な施設認定について
	　申請のための準備（電子納付を行う場合）
	スライド番号 5
	施設認定申請先選択画面で手数料納付方法を選択します。
	申請状況一覧画面より、納付に必要な情報を確認できます。�納付に必要な情報は、別途メールでも申請者へ通知されます。
	　ペイジーによる納付の方法
	　申請後の手数料納付方法の変更
	　留意事項

